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工事の工程：構造、強度又は漏えいに係る試験をすることが 

できる状態になった時 

設備の組立てが完了した時 

工事の計画に係る工事が完了した時 

 

対象設備 ：雨水処理設備等 

関連設備 
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原子力規制委員会 
  



改訂来歴 

 
東京電力ホールディングス株式会社 福島第一原子力発電所 

特定原子力施設検査（使用前検査） 

工事の工程： 構造、強度又は漏えいに係る試験をすることができる状態になった時 

設備の組立てが完了した時 

工事の計画に係る工事が完了した時 

対象設備 ： 雨水処理設備等 

関連設備 

 

 

要領書番号： 原規規収第 2006231号 01  

 

回 年 月 日 改訂箇所、改訂内容及び改訂理由 
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Ⅰ．検査目的及び検査項目 

本検査は、東京電力株式会社福島第一原子力発電所原子炉施設の保安及び特定核燃料

物質の防護に関する規則（以下「規則」という。）第２０条第１項の表第一号、第二号及

び第三号の工事の工程に係る検査項目の使用前検査について、福島第一原子力発電所に

係る雨水処理設備等のうち関連設備の工事が認可された実施計画（＊１）に従い行われ

ていることを確認するもので、以下の検査（＊２）を実施する。 

 

１．材料検査 

２．寸法検査 

３．外観検査 

４．組立て及び据付け状態を確認する検査（以下「組立・据付検査」という。） 

５．耐圧・漏えい検査 

６．性能検査 

（１）運転性能検査 

７．機能検査 

（１）通水検査 

 

＊１：認可された実施計画とは、原子力事業者等が核原料物質、核燃料物質及

び原子炉の規制に関する法律第６４条の２第２項の規定に基づき原子力

規制委員会に提出し、認可された実施計画 

＊２：材料検査、寸法検査、外観検査、組立・据付検査及び耐圧・漏えい検査

は規則第２０条第１項の表第一号の工事の工程に係る検査項目である。

また、運転性能検査は規則第２０条第１項の表第二号の工事の工程に係

る検査項目であり、通水検査は表第三号の工事の工程に係る検査項目で

ある。 

 

Ⅱ．検査対象設備及び範囲 

検査の対象は、実施計画に記載された以下の設備とする。 

詳細は、添付資料－２「関連図書及び詳細手順」資料１．「実施計画（抜粋）」及び資

料２．「検査範囲図」を参照のこと。 

検査対象設備・検査範囲 数量等 

雨水処理設備等 

 関連設備 

集水ピット抜出ポンプ（完成品） 

雨水回収タンク移送ポンプ（完成品） 

  主要配管 

  雨水移送 

集水ピット抜出ポンプから 

雨水回収タンクまたは中継タンク入口ヘッダーまでの一部 

雨水回収タンクから 

集合ヘッダーまたは中継タンク入口ヘッダーまでの一部 

 

 

１０台 

２台 

 

一式 
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Ⅲ．検査場所 

申請書「検査を受けようとする場所」の欄に記載のとおり。 

 

Ⅳ．実施計画の認可関係 

認 可 番 号 

（ 認 可 年 月 日 ） 
認 可 機 器 

原規福発第 1308142号 

（平成２５年８月１４日） 

原規規発第 1912138号       

（令和元年１２月１３日） 

雨水処理設備等 

 関連設備 

 

Ⅴ．検査方法 

  実施計画に基づく検査の方法は以下のとおりである。 

   

共通事項 

（１）使用前検査申請書の確認 

ａ．本検査に係る使用前検査申請書（変更申請も含む。）が準備されていることを 

確認する。 

ｂ．検査をする工事の工程、期日及び場所が申請書どおりであることを確認する。 

 

１．材料検査 

１）検査前確認事項 

ａ．申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

ｂ．必要な図面等が準備されていることを確認する。 

２）検査手順 

主要配管について実施計画に記載されている材料が使用されていることを申

請者の品質記録により確認する。 

 

２．寸法検査 

１）検査前確認事項 

ａ．申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

ｂ. 必要な図面等が準備されていることを確認する。 

２）検査手順 

主要配管について実施計画に記載されている主要寸法を申請者の品質記録に

より確認する。 

 

３．外観検査 

１）検査前確認事項 

ａ．申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

ｂ．必要な図面等が準備されていることを確認する。 

２）検査手順 

検査対象の外観について、健全性に影響を及ぼす表面のかき傷、クラック、変
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形等の有害な欠陥がないことをポンプに対し１基以上、主要配管にあっては 1箇

所以上立会し、その他については申請者の品質記録により確認する。 

 

４．組立・据付検査 

１）検査前確認事項 

ａ．申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

ｂ．必要な図面等が準備されていることを確認する。 

ｃ. 耐圧・漏えい検査で漏えい確認できないフランジ部については適切に締め付

けられていることを確認する。 

２）検査手順 

検査対象の組立て状態並びに据付け位置及び据付け状態をポンプに対し１基

以上、主要配管にあっては 1箇所以上立会し、その他については申請者の品質記

録により確認する。 

詳細は、添付資料－２「関連図書及び詳細手順」資料１．「実施計画（抜粋）」

及び資料２．「検査範囲図」を参照のこと。 

   

５．耐圧・漏えい検査 

１）検査前確認事項 

ａ．申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

ｂ．必要な図面等が準備されていることを確認する。 

ｃ. 使用する検査用計器が必要な測定範囲及び精度を有し、校正が適切に行われ、

有効期限内であることを校正記録等により確認する。 

ｄ．系統構成が適切であることを確認する。 

２）検査手順 

主要配管について耐圧検査圧力で所定時間保持した後、検査圧力に耐え、変形

等の異常が生じていないこと、及び耐圧検査終了後、耐圧部からの漏えいの有

無を 1箇所以上立会し、その他については申請者の品質記録により確認する。 

詳細は添付資料－２「関連図書及び詳細手順」資料３．「耐圧・漏えい検査要

領」を参照のこと。 

 

６．性能検査 

（１）運転性能検査 

１）検査前確認事項 

ａ．申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

ｂ．必要な図面等が準備されていることを確認する。 

２）検査手順 

集水ピット内部に設置されるポンプについて運転を行い異音、振動等の異

常がないことを、その他のポンプについて運転を行い異音、異臭、振動、漏

えい等の異常がないことを 1台以上立会し、その他については申請者の品質記

録により確認する。 
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７．機能検査 

（１）通水検査 

１）検査前確認事項 

ａ．申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

ｂ．必要な図面等が準備されていることを確認する。 

ｃ．系統構成が適切であることを確認する。 

２）検査手順 

主要配管に通水できることを 1箇所以上立会し、その他については申請者の

品質記録により確認する。 

詳細は、添付資料－２「関連図書及び詳細手順」資料４．「通水検査要領」を

参照のこと。 

 

Ⅵ．判定基準 

１．材料検査 

実施計画のとおりであること。 

 

２．寸法検査 

実施計画に記載されている主要寸法のとおりであること。 

 

３．外観検査 

機器等の健全性に影響を及ぼす表面のかき傷、クラック、変形等の有害な欠陥がな

いこと。 

 

４．組立・据付検査 

実施計画のとおりに組立て、据付けられていること。 

 

５．耐圧・漏えい検査 

ａ．耐圧検査 

検査圧力に耐え、かつ、異常のないこと。 

ｂ．漏えい検査 

耐圧部から漏えいがないこと。 

 

６．性能検査 

（１）運転性能検査 

      集水ピット内部に設置されるポンプについては異音、振動等の異常がないこ

と。その他のポンプについては異音、異臭、振動、漏えい等の異常がないこと。 

 

７．機能検査 

（１）通水検査 

    通水ができること。 
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Ⅶ．添付資料 

１．使用前検査成績書様式 

２．関連図書及び詳細手順 

資料１．実施計画（抜粋） 

資料２．検査範囲図 

資料３．耐圧・漏えい検査要領 

資料４．通水検査要領 
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添付資料－１ 

 

 

 

 

特定原子力施設検査成績書 

（使用前検査） 

 

東京電力ホールディングス株式会社 

福島第一原子力発電所 
 

 

 

 

 

 

工事の工程：構造、強度又は漏えいに係る試験をすることが 

できる状態になった時 

設備の組立てが完了した時 

工事の計画に係る工事が完了した時 

 

対象設備 ：雨水処理設備等 

関連設備 

           

 

              

要領書番号：原規規収第 2006231号 01 
 

 

 

   年  月 
 

 

 

原子力規制委員会 
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使 用 前 検 査 成 績 書 
 

 

 

 

１．施 設 名       東京電力ホールディングス株式会社 福島第一原子力発電所 

 

 

 

２．検 査 の 種 類      東京電力株式会社福島第一原子力発電所原子炉施設の保安及び特

定核燃料物質の防護に関する規則第２０条第１項の表第一号、第

二号及び第三号に係る雨水処理設備等のうち関連設備の使用前検

査 

 

 

 

 

３．検 査 申 請      使用前検査申請番号 

 

  

 

 

 

 

４．検 査 期 日      自      年  月  日 

 

             至      年  月  日 

 

５．検 査 場 所            

 

 

６．検 査 実 施 者    検査実施者一覧表のとおり 

 

 

７．検 査 結 果      検査結果一覧表のとおり 

 

 

８．添 付 資 料           （１）検査前確認事項 

（２）材料検査記録 

             （３）寸法検査記録 

             （４）外観検査記録 

             （５）組立・据付検査記録 

             （６）耐圧・漏えい検査記録 

            （７）性能検査（運転性能検査）記録 

            （８）機能検査（通水検査）記録 

（９）検査用計器一覧表（立会分） 
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   検査実施者一覧表 
 

 

 
 

        

検査年月日 原 子 力 検 査 官   印 検 査 立 会 責 任 者   印 特 記 事 項 

    年  月  日 

   

    年  月  日 

   

    年  月  日 
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検 査 結 果 一 覧 表 
 

 設備名：雨水処理設備等  

         関連設備 

 

  

検 査 範 囲 外観検査 
組立・ 

据付検査 
備 考 

集水ピット抜出ポンプ 

  年  

月  日 

  年  

月  日 

 
  

雨水回収タンク移送ポンプ 

  年  

月  日 

  年  

月  日 
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検 査 結 果 一 覧 表 
 

  設備名：雨水処理設備等  

      関連設備 

検 査 範 囲 材料検査 寸法検査 外観検査 組立・据付検査 耐圧・漏えい検査 備 考 

主要配管 

  年  

月  日 

  年  

月  日 

  年  

月  日 

  年  

月  日 

  年  

月  日 

 
     

  年  

月  日 

  年  

月  日 

  年  

月  日 

  年  

月  日 

  年  

月  日 

 
     

  年  

月  日 

  年  

月  日 

  年  

月  日 

  年  

月  日 

  年  

月  日 
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検査結果一覧表 
設備名：雨水処理設備等 

関連設備 

検 査 範 囲 検査項目 備考 

 

集水ピット抜出ポンプ 

 

性能検査 

運転性能検査 

 

 

   年 

  月   日 
 

 

 

   年 

  月   日 
 

 

 

 

雨水回収タンク移送ポンプ 

 

性能検査 

運転性能検査 

 

 

   年 

  月   日 
 

 

 

   年 

  月   日 
 

 

 

 

主要配管 

 

機能検査 

通水検査 

 

   年 

  月   日 
 

 

 

   年 

  月   日 
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添付資料－（１）（１／５） 
検 査 前 確 認 事 項 

 

 

設備名 ：雨水処理設備等 

関連設備 

検査場所  ：               

検査項目 ：共通事項 

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考 

本検査に係る使用前検査申請書

（変更申請を含む。）が準備され

ていることを確認する。※ 

記録 
年 

月  日 
  

記録 
年 

月  日 
  

記録 
年 

月  日 
  

記録 
年 

月  日 
  

記録 
年 

月  日 
  

検査をする工事の工程、期日及

び場所が申請書どおりであるこ

とを確認する。 

記録 
年 

月  日 
  

記録 
年 

月  日 
  

記録 
年 

月  日 
  

記録 
年 

月  日 
  

記録 
年 

月  日 
  

 

※ 使用前検査成績書の「３．検査申請」に申請番号（変更申請番号を含む。）を記載する。 
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添付資料－（１）（２／５） 
検 査 前 確 認 事 項 

 

 

設備名 ：雨水処理設備等 

関連設備 

 

検査年月日 ：     年   月   日 

検査場所  ：               

検査項目 ：材料検査 

確認事項 確認方法 確認対象 結果 備考 

申請者の品質記録が準備されていることを

確認する。  
記録 品質記録   

必要な図面等が準備されていることを確認

する。 
記録 実施計画等   

 

 

 

 

 

 

検査年月日 ：     年   月   日 

検査場所  ：               

検査項目 ：寸法検査  

確認事項 確認方法 確認対象 結果 備考 

申請者の品質記録が準備されていることを

確認する。 
記録 品質記録   

必要な図面等が準備されていることを確認

する。 
記録 実施計画等   
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添付資料－（１）（３／５） 
検 査 前 確 認 事 項 

 

 

設備名 ：雨水処理設備等 

関連設備 

 

検査年月日 ：     年   月   日 

検査場所  ：               

検査項目 ：外観検査 

確認事項 確認方法 確認対象 結果 備考 

申請者の品質記録が準備されていることを

確認する。  
記録 品質記録   

必要な図面等が準備されていることを確認

する。 
記録 実施計画等   

 

 

 

 

 

 

検査年月日 ：     年   月   日 

検査場所  ：               

検査項目 ：組立・据付検査  

確認事項 確認方法 確認対象 結果 備考 

申請者の品質記録が準備されていることを

確認する。 
記録 品質記録   

必要な図面等が準備されていることを確認

する。 
記録 実施計画等   

耐圧・漏えい検査で漏えい確認できないフ

ランジ部については適切に締め付けられて

いることを確認する。 

記録 品質記録   
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添付資料－（１）（４／５） 

検 査 前 確 認 事 項 
 

設備名 ：雨水処理設備等 

関連設備 

 

検査年月日 ：     年   月   日 

検査場所  ：               

検査項目 ：耐圧・漏えい検査  

確認事項 確認方法 確認対象 結果 備考 

申請者の品質記録が準備されていることを

確認する。 
記録 品質記録   

必要な図面等が準備されていることを確認

する。 
記録 実施計画等   

使用する検査用計器が必要な測定範囲及び

精度を有し、校正が適切に行われ、有効期限

内であることを校正記録等により確認する。 

記録 校正記録等   

系統構成が適切であることを確認する。 
立会又は 

記録 

現場又は 

品質記録等 
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添付資料－（１）（５／５） 

検 査 前 確 認 事 項 
 

設備名 ：雨水処理設備等 

関連設備 

 

検査年月日 ：     年   月   日 

検査場所  ：               

検査項目 ：性能検査（運転性能検査） 

確認事項 確認方法 確認対象 結果 備考 

申請者の品質記録が準備されていることを

確認する。 
記録 品質記録   

必要な図面等が準備されていることを確認

する。 
記録 実施計画等   

 

 

 

 

 

 

 

検査年月日 ：     年   月   日 

検査場所  ：               

検査項目 ：機能検査（通水検査） 

確認事項 確認方法 確認対象 結果 備考 

申請者の品質記録が準備されていることを

確認する。 
記録 品質記録   

必要な図面等が準備されていることを確認

する。 
記録 実施計画等   

系統構成が適切であることを確認する。 
立会又は 

記録 

現場又は 

品質記録等 
  

 

 

 

  



 

17 

添付資料－（２） 

材料検査記録 
 

検査年月日 ：     年   月   日 

検査場所  ：               

設 備 名 ：雨水処理設備等 

検査対象 ：関連設備 

主要配管 雨水移送 

 

名称 材 料 判定基準 結果 

集水ピット抜出ポンプから雨水回

収タンクまたは中継タンク入口ヘ

ッダーまでの一部 

SUS304TP  

実施計画のとお

りであること。 

 

 

 

SUS304 

（伸縮継手） 
 

ポリエチレン  

雨水回収タンクから集合ヘッダー

または中継タンク入口ヘッダーま

での一部 

SUS304TP   

ポリエチレン  

備 考 

申請者の品質記録により確認 

品質記録（名称、日付） ：  
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添付資料－（３） 

寸法検査記録 
 

検査年月日 ：      年   月   日 

検査場所  ：               

 

設 備 名 ：雨水処理設備等 

検査対象 ：関連設備 

       主要配管 雨水移送 

 

名称 
実施計画 

記載値 
判定基準 結果 

集水ピット抜出ポンプから

雨水回収タンクまたは中継

タンク入口ヘッダーまでの

一部 

 

SUS304TP 

80A/Sch.40 

実施計画に記載

されている主要

寸法のとおりで

あること。 

 

100A/Sch.40 

150A/Sch.40 

SUS304 

（伸縮継手） 
80A相当 

ポリエチレン 

75A相当 

100A相当 

150A相当 

雨水回収タンクから集合ヘ

ッダーまたは中継タンク入

口ヘッダーまでの一部 

SUS304TP 

80A/Sch.40 

 

100A/Sch.40 

ポリエチレン 

75A相当 

100A相当 

備 考 

申請者の品質記録により確認 

品質記録（名称、日付） ： 
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添付資料－（４） 

 

外観検査記録 

 
検査年月日 ：     年   月   日 

検査場所  ：               

設 備 名 ：雨水処理設備等 

検査対象 ：関連設備 

 

名称  判定基準 結果 

集水ピット抜出ポンプ 

36ｍ3/ｈ×8台 

C311A7,C311A8,C331A1,C331A2,C331A3,C331A4, 

C361A7,C361A8                                                     

 

48ｍ3/ｈ×2台 

C361A5,C361A6 

機器等の健全性に影響

を及ぼす表面のかき傷、

クラック、変形等の有害

な欠陥がないこと。 

 

雨水回収タンク移送ポンプ 

C031,C051 
 

主
要
配
管 

雨
水
移
送 

集水ピット抜出ポンプから 

雨水回収タンクまたは中継タンク入口ヘッダーまで

の一部 

 

雨水回収タンクから 

集合ヘッダーまたは中継タンク入口ヘッダーまでの

一部 

 

備 考 

＊は立会を示す。それ以外は、申請者の品質記録により確認 

品質記録（名称、日付） ： 
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添付資料－（５） 

 

組立・据付検査記録 

 
検査年月日 ：     年   月   日 

検査場所  ：               

設 備 名 ：雨水処理設備等 

検査対象 ：関連設備 

 

名称  判定基準 結果 

集水ピット抜出ポンプ 

36ｍ3/ｈ×8台 

C311A7,C311A8,C331A1,C331A2,C331A3,C331A4, 

C361A7,C361A8                                                     

 

48ｍ3/ｈ×2台 

C361A5,C361A6 

実施計画のとおりに組

立て、据付けられている

こと。 

 

雨水回収タンク移送ポンプ 

C031,C051 
 

主
要
配
管 

雨
水
移
送 

集水ピット抜出ポンプから 

雨水回収タンクまたは中継タンク入口ヘッダーまで

の一部 

 

雨水回収タンクから 

集合ヘッダーまたは中継タンク入口ヘッダーまでの

一部 

 

備 考 

＊は立会を示す。それ以外は、申請者の品質記録により確認 

品質記録（名称、日付） ： 
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添付資料－（６） 

耐圧・漏えい検査記録 
 

検査年月日 ：     年   月   日 

 

検査場所  ：               

設 備 名 ：雨水処理設備等 

検査対象 ：関連設備 

       主要配管 雨水移送 

 

名称 
最高使用 

圧力(MPa) 

検査圧力 

(MPa) 

保持時間

(分) 
結果 

集水ピット抜出ポ

ンプから雨水回収

タンクまたは中継

タンク入口ヘッダ

ーまでの一部 

ポリエチレン 0.74    

SUS304TP 0.74    

SUS304 

(伸縮継手) 
0.74    

雨水回収タンクか

ら集合ヘッダーま

たは中継タンク入

口ヘッダーまでの

一部 

ポリエチレン 0.74    

SUS304TP 0.74    

判定基準 

 耐圧検査 ：検査圧力に耐え、かつ、異常のないこと。 

 漏えい検査：耐圧部から漏えいがないこと。 

備 考 

耐圧・漏えい検査の方法：水圧 

＊は立会を示す。それ以外は申請者の品質記録により確認 

品質記録（名称、日付） ： 

 

 

 

 

 

 

記録確認分については検査用計器が検査実施日に有効であったことを確認する。 

□：確認 
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添付資料－（７） 

性能検査（運転性能検査）記録 

検査年月日 ：     年   月   日 

検査場所  ：               

設 備 名 ：雨水処理設備等 

検査対象  ：関連設備 

 

名称 判定基準 結果 

集水ピット抜出ポンプ 

36ｍ3/ｈ×8台 

C311A7,C311A8,C331A1,C331A2,C331A3,C331A4, 

C361A7,C361A8                                                     

 

48ｍ3/ｈ×2台 

C361A5,C361A6 

異音、振動等の異常がない

こと。 
 

雨水回収タンク移送ポンプ 

C031,C051 

異音、異臭、振動、漏えい

等の異常がないこと。 
 

備 考 

＊は立会を示す。それ以外は、申請者の品質記録により確認 

品質記録（名称、日付） ： 
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添付資料－（８） 

 

機能検査（通水検査）記録 
 

検査年月日 ：     年   月   日 

 

検査場所  ：               

設 備 名 ：雨水処理設備等 

検査対象 ：関連設備 

       主要配管 雨水移送 

 

名称 判定基準 結果 

集水ピット抜出ポンプから雨水回収タンクまたは中継タ

ンク入口ヘッダーまでの一部 

通水ができること。 

 

雨水回収タンクから集合ヘッダーまたは中継タンク入口

ヘッダーまでの一部 
 

備 考 

＊は立会を示す。それ以外は、申請者の品質記録により確認 

品質記録（名称、日付） ： 
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添付資料－（９） 

検査用計器一覧表（立会分） 

 
検査年月日：    年  月  日 

 

 

検査項目 計器名称 計器番号 
校正年月日 

有効期限 
備  考 
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添付資料－２ 

 

関連図書及び詳細手順 
 

 

 

資料１．実施計画（抜粋） 

資料２．検査範囲図 

資料３．耐圧・漏えい検査要領 

資料４．通水検査要領 

 

 

注）資料１．は実施計画の情報をもとに作成、資料２．資料３．及び資料４．は申請者の情報をもとに

作成した資料である。 
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資料１．（１／６） 

 
実施計画（抜粋） 
  

2.36 雨水処理設備等 

 

 

2.36.2.1.2 雨水移送用貯留設備（タンク），関連設備（移送配管，移送ポンプ） 

(1)  集水ピット抜出ポンプ（完成品） 

台  数         66台 

容  量          36m３／ｈ／台 

 

台  数         8台 

容  量          48m３／ｈ／台 

 

(2)  雨水回収タンク移送ポンプ（完成品） 

台  数         12台 

容  量          24m３／ｈ／台 

 

 

 

表２．３６．１ 雨水処理設備等の主要配管仕様 

(3)  雨水移送 

名 称 仕 様 

⑦集水ピット抜出ポンプから雨水回

収タンクまたは中継タンク入口ヘッ

ダーまで 

 

呼び径 

 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

75A相当，100A相当， 

150A相当 

ポリエチレン 

0.5MPa，0.74MPa 
40℃ 

呼び径／厚さ 

 

 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

80A／Sch.40 

100A／Sch.40 

150A／Sch.40 

SUS304TP 

0.5MPa，0.74MPa 

40℃ 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

80A相当 

SUS304 

0.74MPa 

40℃ 

（伸縮継手） 

⑧雨水回収タンクから集合ヘッダー

または中継タンク入口ヘッダーまで 

 

 

 

 

 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

75A相当，100A相当 

ポリエチレン 

0.74MPa 

40℃ 

呼び径／厚さ 

 

 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

80A／Sch.40 

100A／Sch.40 

200A／Sch.40 

SUS304TP 

0.74MPa 

40℃ 

 

８台 

２台 

検査対象 

２台 
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資料１．（２／６） 

 

添付資料－５ 

雨水処理設備等に係る確認事項 
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資料１．（３／６） 
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資料１．（４／６） 
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資料１．（５／６） 
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資料１．（６／６） 
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資料２． 

検査範囲図 
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資料３． 

 

耐圧・漏えい検査要領 

 
１．昇降圧曲線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２．検査条件 

 

検 査 範 囲 
最高使用圧力 

（MPa） 

耐圧検査圧力  

漏えい検査圧力 

（MPa） 

耐圧検査 

保持時間 

（分）  

水圧・気

圧  の

区分 

主要配管 

鋼管 0.74 1.11 10 水圧 

鋼管(伸縮継手) 0.74 1.50 10 水圧 

ポリエチレン管 0.74 1.0 60 水圧 

検査条件は、実施計画別冊１４「Ⅲ 雨水処理設備等の耐圧検査条件について」による。 

 

 

時間 

圧
力

 

   

 

 

漏えい検査 耐圧検査 

（圧力保持） 
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資料４．（１／７） 

通水検査要領 

通水検査は以下のとおり実施する。 

１．Ｈ３集水ピット抜出ポンプ→Ｈ１-１雨水回収タンク 

＜通水範囲＞  

(1) Ｈ３集水ピット抜出ポンプからＨ１-１雨水回収タンクまでの系統構成を実施する。 

(2) Ｈ３集水ピット抜出ポンプＡ(C311A7)を起動する。 

(3) Ｈ１-１雨水回収タンクへ通水できることを確認する。 

(4) Ｈ３集水ピット抜出ポンプＡ(C311A7)を停止する。 

(5) Ｈ３集水ピット抜出ポンプＢ(C311A8)を起動する。 

(6) Ｈ１-１雨水回収タンクへ通水できることを確認する。 

(7) Ｈ３集水ピット抜出ポンプＢ(C311A8)を停止する。 

 

中継タンク

（1160m3 5基）

堰

モバイルRO膜装置
雨水受入タンク
（1200m3 2基）

堰

淡水化処理RO膜装置
雨水受入タンク
（600m3 2基）

堰

汚染水

タンク
堰

堰

散水

雨水回収タンク

（1160m3 1基）

Ｋ

堰

散水

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 8台の内2台）

H1,H1東,H3,D

集水ピット抜出ポンプ（48m3/h 2台）H2

汚染水

タンク
堰

雨水回収タンク

（1200m3 2基）

Ｈ１－

１，２

雨水回収タンク

（600m3 3基）

散水

堰

Ｐ

Ｐ

Ｐ

汚染水

タンク
堰

Ｈ９－

１～３

堰

散水

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 10台の内4台）

H4北,H4南,H5,H6(Ⅰ),H6（Ⅱ）

Ｐ

汚染水

タンク
堰

雨水回収タンク

（700m3 1基）

Ｈ６

（Ⅰ）

堰

散水

雨水回収タンク

（1200m3 1基）

Ｊ１

堰

散水

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 4台）J8,J9

Ｐ

汚染水

タンク
堰

雨水回収タンク

（700m3 2基）

堰
散水

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 6台）B,B南,G6

汚染水

タンク
堰

雨水回収タンク

（1330m3 1基）

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 22台）

J1東,J1中,J1西,J2,J3,J4,J5,

J6東,J6西,J7

Ｐ

汚染水

タンク
堰

堰

散水

雨水回収タンク

（600m3 6基）

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 6台の内2台）

G3東,G3北,G3西(G7)

集水ピット抜出ポンプ（48m3/h 2台）G1南

Ｐ

Ｐ

汚染水

タンク
堰

堰

散水

雨水回収タンク

（1000m3 1基）

Ｊ６－

１～６

Ｊ２，３

Ｇ３西

Ｄ７

Ｂ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 3台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 2台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

モバイルRO膜装置
雨水受入タンク
（600m3 2基）

堰

Ｐ

Ｐ

中継タンク
移送ポンプ
（24m3/h 2台）

中継タンク

直送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

集合ヘッダー

集合ヘッダー

集合ヘッダー

中継タンク

入口ヘッダー

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 6台）

H8北,H8南,H9,H9西,E

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 4台）K1北,K1南,K2

集水ピット抜出ポンプ（48m3/h 4台）K3,K4

赤：検査対象

G3北：C361A7，C361A8

G1南：C361A5，C361A6

H4北：C331A1，C331A2

H4南：C331A3，C331A4

H3：C311A7，C311A8

C051

C031

：通水範囲 
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資料４．（２／７） 

２．Ｈ４北集水ピット抜出ポンプ→Ｈ６(Ⅰ）雨水回収タンク 

＜通水範囲＞  

(1) Ｈ４北集水ピット抜出ポンプからＨ６(Ⅰ)雨水回収タンクまでの系統構成を実施する。 

(2) Ｈ４北集水ピット抜出ポンプＡ(C331A1)を起動する。 

(3) Ｈ６(Ⅰ)雨水回収タンクへ通水できることを確認する。 

(4) Ｈ４北集水ピット抜出ポンプＡ(C331A1)を停止する。 

(5) Ｈ４北集水ピット抜出ポンプＢ(C331A2)を起動する。 

(6) Ｈ６(Ⅰ)雨水回収タンクへ通水できることを確認する。 

(7) Ｈ４北集水ピット抜出ポンプＢ(C331A2)を停止する。 

 

  

中継タンク

（1160m3 5基）

堰

モバイルRO膜装置
雨水受入タンク
（1200m3 2基）

堰

淡水化処理RO膜装置
雨水受入タンク
（600m3 2基）

堰

汚染水

タンク
堰

堰

散水

雨水回収タンク

（1160m3 1基）

Ｋ

堰

散水

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 8台の内2台）

H1,H1東,H3,D

集水ピット抜出ポンプ（48m3/h 2台）H2

汚染水

タンク
堰

雨水回収タンク

（1200m3 2基）

Ｈ１－

１，２

雨水回収タンク

（600m3 3基）

散水

堰

Ｐ

Ｐ

Ｐ

汚染水

タンク
堰

Ｈ９－

１～３

堰

散水

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 10台の内4台）

H4北,H4南,H5,H6(Ⅰ),H6（Ⅱ）

Ｐ

汚染水

タンク
堰

雨水回収タンク

（700m3 1基）

Ｈ６

（Ⅰ）

堰

散水

雨水回収タンク

（1200m3 1基）

Ｊ１

堰

散水

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 4台）J8,J9

Ｐ

汚染水

タンク
堰

雨水回収タンク

（700m3 2基）

堰
散水

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 6台）B,B南,G6

汚染水

タンク
堰

雨水回収タンク

（1330m3 1基）

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 22台）

J1東,J1中,J1西,J2,J3,J4,J5,

J6東,J6西,J7

Ｐ

汚染水

タンク
堰

堰

散水

雨水回収タンク

（600m3 6基）

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 6台の内2台）

G3東,G3北,G3西(G7)

集水ピット抜出ポンプ（48m3/h 2台）G1南

Ｐ

Ｐ

汚染水

タンク
堰

堰

散水

雨水回収タンク

（1000m3 1基）

Ｊ６－

１～６

Ｊ２，３

Ｇ３西

Ｄ７

Ｂ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 3台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 2台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

モバイルRO膜装置
雨水受入タンク
（600m3 2基）

堰

Ｐ

Ｐ

中継タンク
移送ポンプ
（24m3/h 2台）

中継タンク

直送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

集合ヘッダー

集合ヘッダー

集合ヘッダー

中継タンク

入口ヘッダー

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 6台）

H8北,H8南,H9,H9西,E

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 4台）K1北,K1南,K2

集水ピット抜出ポンプ（48m3/h 4台）K3,K4

赤：検査対象

G3北：C361A7，C361A8

G1南：C361A5，C361A6

H4北：C331A1，C331A2

H4南：C331A3，C331A4

H3：C311A7，C311A8

C051

C031

：通水範囲 
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資料４．（３／７） 

３．Ｈ４南集水ピット抜出ポンプ→Ｈ６(Ⅰ）雨水回収タンク 

＜通水範囲＞  

(1) Ｈ４南集水ピット抜出ポンプからＨ６(Ⅰ)雨水回収タンクまでの系統構成を実施する。 

(2) Ｈ４南集水ピット抜出ポンプＡ(C331A3)を起動する。 

(3) Ｈ６(Ⅰ)雨水回収タンクへ通水できることを確認する。 

(4) Ｈ４南集水ピット抜出ポンプＡ(C331A3)を停止する。 

(5) Ｈ４南集水ピット抜出ポンプＢ(C331A4)を起動する。 

(6) Ｈ６(Ⅰ)雨水回収タンクへ通水できることを確認する。 

(7) Ｈ４南集水ピット抜出ポンプＢ(C331A4)を停止する。 

 

  

中継タンク

（1160m3 5基）

堰

モバイルRO膜装置
雨水受入タンク
（1200m3 2基）

堰

淡水化処理RO膜装置
雨水受入タンク
（600m3 2基）

堰

汚染水

タンク
堰

堰

散水

雨水回収タンク

（1160m3 1基）

Ｋ

堰

散水

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 8台の内2台）

H1,H1東,H3,D

集水ピット抜出ポンプ（48m3/h 2台）H2

汚染水

タンク
堰

雨水回収タンク

（1200m3 2基）

Ｈ１－

１，２

雨水回収タンク

（600m3 3基）

散水

堰

Ｐ

Ｐ

Ｐ

汚染水

タンク
堰

Ｈ９－

１～３

堰

散水

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 10台の内4台）

H4北,H4南,H5,H6(Ⅰ),H6（Ⅱ）

Ｐ

汚染水

タンク
堰

雨水回収タンク

（700m3 1基）

Ｈ６

（Ⅰ）

堰

散水

雨水回収タンク

（1200m3 1基）

Ｊ１

堰

散水

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 4台）J8,J9

Ｐ

汚染水

タンク
堰

雨水回収タンク

（700m3 2基）

堰
散水

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 6台）B,B南,G6

汚染水

タンク
堰

雨水回収タンク

（1330m3 1基）

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 22台）

J1東,J1中,J1西,J2,J3,J4,J5,

J6東,J6西,J7

Ｐ

汚染水

タンク
堰

堰

散水

雨水回収タンク

（600m3 6基）

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 6台の内2台）

G3東,G3北,G3西(G7)

集水ピット抜出ポンプ（48m3/h 2台）G1南

Ｐ

Ｐ

汚染水

タンク
堰

堰

散水

雨水回収タンク

（1000m3 1基）

Ｊ６－

１～６

Ｊ２，３

Ｇ３西

Ｄ７

Ｂ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 3台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 2台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

モバイルRO膜装置
雨水受入タンク
（600m3 2基）

堰

Ｐ

Ｐ

中継タンク
移送ポンプ
（24m3/h 2台）

中継タンク

直送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

集合ヘッダー

集合ヘッダー

集合ヘッダー

中継タンク

入口ヘッダー

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 6台）

H8北,H8南,H9,H9西,E

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 4台）K1北,K1南,K2

集水ピット抜出ポンプ（48m3/h 4台）K3,K4

赤：検査対象

G3北：C361A7，C361A8

G1南：C361A5，C361A6

H4北：C331A1，C331A2

H4南：C331A3，C331A4

H3：C311A7，C311A8

C051

C031

：通水範囲 
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資料４．（４／７） 

４．Ｇ３北集水ピット抜出ポンプ→Ｇ３西-Ｄ７雨水回収タンク 

＜通水範囲＞  

(1) Ｇ３北集水ピット抜出ポンプからＧ３西-Ｄ７雨水回収タンクまでの系統構成を実施する。  

(2) Ｇ３北集水ピット抜出ポンプＡ(C361A7)を起動する。 

(3) Ｇ３西-Ｄ７雨水回収タンクへ通水できることを確認する。 

(4) Ｇ３北集水ピット抜出ポンプＡ(C361A7)を停止する。 

(5) Ｇ３北集水ピット抜出ポンプＢ(C361A8)を起動する。 

(6) Ｇ３西-Ｄ７雨水回収タンクへ通水できることを確認する。 

(7) Ｇ３北集水ピット抜出ポンプＢ(C361A8)を停止する。 

 

  

中継タンク

（1160m3 5基）

堰

モバイルRO膜装置
雨水受入タンク
（1200m3 2基）

堰

淡水化処理RO膜装置
雨水受入タンク
（600m3 2基）

堰

汚染水

タンク
堰

堰

散水

雨水回収タンク

（1160m3 1基）

Ｋ

堰

散水

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 8台の内2台）

H1,H1東,H3,D

集水ピット抜出ポンプ（48m3/h 2台）H2

汚染水

タンク
堰

雨水回収タンク

（1200m3 2基）

Ｈ１－

１，２

雨水回収タンク

（600m3 3基）

散水

堰

Ｐ

Ｐ

Ｐ

汚染水

タンク
堰

Ｈ９－

１～３

堰

散水

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 10台の内4台）

H4北,H4南,H5,H6(Ⅰ),H6（Ⅱ）

Ｐ

汚染水

タンク
堰

雨水回収タンク

（700m3 1基）

Ｈ６

（Ⅰ）

堰

散水

雨水回収タンク

（1200m3 1基）

Ｊ１

堰

散水

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 4台）J8,J9

Ｐ

汚染水

タンク
堰

雨水回収タンク

（700m3 2基）

堰
散水

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 6台）B,B南,G6

汚染水

タンク
堰

雨水回収タンク

（1330m3 1基）

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 22台）

J1東,J1中,J1西,J2,J3,J4,J5,

J6東,J6西,J7

Ｐ

汚染水

タンク
堰

堰

散水

雨水回収タンク

（600m3 6基）

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 6台の内2台）

G3東,G3北,G3西(G7)

集水ピット抜出ポンプ（48m3/h 2台）G1南

Ｐ

Ｐ

汚染水

タンク
堰

堰

散水

雨水回収タンク

（1000m3 1基）

Ｊ６－

１～６

Ｊ２，３

Ｇ３西

Ｄ７

Ｂ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 3台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 2台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

モバイルRO膜装置
雨水受入タンク
（600m3 2基）

堰

Ｐ

Ｐ

中継タンク
移送ポンプ
（24m3/h 2台）

中継タンク

直送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

集合ヘッダー

集合ヘッダー

集合ヘッダー

中継タンク

入口ヘッダー

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 6台）

H8北,H8南,H9,H9西,E

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 4台）K1北,K1南,K2

集水ピット抜出ポンプ（48m3/h 4台）K3,K4

赤：検査対象

G3北：C361A7，C361A8

G1南：C361A5，C361A6

H4北：C331A1，C331A2

H4南：C331A3，C331A4

H3：C311A7，C311A8

C051

C031

：通水範囲 
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資料４．（５／７） 

５．Ｇ１南集水ピット抜出ポンプ→Ｇ３西-Ｄ７雨水回収タンク 

＜通水範囲＞  

(1) Ｇ１南集水ピット抜出ポンプからＧ３西-Ｄ７雨水回収タンクまでの系統構成を実施する。  

(2) Ｇ１南集水ピット抜出ポンプＡ(C361A5)を起動する。 

(3) Ｇ３西-Ｄ７雨水回収タンクへ通水できることを確認する。 

(4) Ｇ１南集水ピット抜出ポンプＡ(C361A5)を停止する。 

(5) Ｇ１南集水ピット抜出ポンプＢ(C361A6)を起動する。 

(6) Ｇ３西-Ｄ７雨水回収タンクへ通水できることを確認する。 

(7) Ｇ１南集水ピット抜出ポンプＢ(C361A6)を停止する。 

 

  

中継タンク

（1160m3 5基）

堰

モバイルRO膜装置
雨水受入タンク
（1200m3 2基）

堰

淡水化処理RO膜装置
雨水受入タンク
（600m3 2基）

堰

汚染水

タンク
堰

堰

散水

雨水回収タンク

（1160m3 1基）

Ｋ

堰

散水

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 8台の内2台）

H1,H1東,H3,D

集水ピット抜出ポンプ（48m3/h 2台）H2

汚染水

タンク
堰

雨水回収タンク

（1200m3 2基）

Ｈ１－

１，２

雨水回収タンク

（600m3 3基）

散水

堰

Ｐ

Ｐ

Ｐ

汚染水

タンク
堰

Ｈ９－

１～３

堰

散水

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 10台の内4台）

H4北,H4南,H5,H6(Ⅰ),H6（Ⅱ）

Ｐ

汚染水

タンク
堰

雨水回収タンク

（700m3 1基）

Ｈ６

（Ⅰ）

堰

散水

雨水回収タンク

（1200m3 1基）

Ｊ１

堰

散水

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 4台）J8,J9

Ｐ

汚染水

タンク
堰

雨水回収タンク

（700m3 2基）

堰
散水

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 6台）B,B南,G6

汚染水

タンク
堰

雨水回収タンク

（1330m3 1基）

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 22台）

J1東,J1中,J1西,J2,J3,J4,J5,

J6東,J6西,J7

Ｐ

汚染水

タンク
堰

堰

散水

雨水回収タンク

（600m3 6基）

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 6台の内2台）

G3東,G3北,G3西(G7)

集水ピット抜出ポンプ（48m3/h 2台）G1南

Ｐ

Ｐ

汚染水

タンク
堰

堰

散水

雨水回収タンク

（1000m3 1基）

Ｊ６－

１～６

Ｊ２，３

Ｇ３西

Ｄ７

Ｂ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 3台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 2台）

Ｐ

雨水回収タンク

移送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

モバイルRO膜装置
雨水受入タンク
（600m3 2基）

堰

Ｐ

Ｐ

中継タンク
移送ポンプ
（24m3/h 2台）

中継タンク

直送ポンプ
（24m3/h 1台）

Ｐ

集合ヘッダー

集合ヘッダー

集合ヘッダー

中継タンク

入口ヘッダー

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 6台）

H8北,H8南,H9,H9西,E

集水ピット抜出ポンプ（36m3/h 4台）K1北,K1南,K2

集水ピット抜出ポンプ（48m3/h 4台）K3,K4

赤：検査対象

G3北：C361A7，C361A8

G1南：C361A5，C361A6

H4北：C331A1，C331A2

H4南：C331A3，C331A4

H3：C311A7，C311A8

C051

C031

：通水範囲 
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資料４．（６／７） 

６．Ｂ雨水回収タンク→淡水化処理ＲＯ膜装置雨水受入タンクＡ又はＢ※ 

※タンクの残水（処理）状況による。 

＜通水範囲＞  

(1) Ｂ雨水回収タンクから淡水化処理ＲＯ膜装置雨水受入タンクＡ又はＢまでの系統構成

を実施する。 

(2) Ｂ雨水回収タンク移送ポンプ(C051)を起動する。 

(3) 淡水化処理ＲＯ膜装置雨水受入タンクＡ又はＢへ通水できることを確認する。 

(4) Ｂ雨水回収タンク移送ポンプ(C051)を停止する。 
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資料４．（７／７） 

７．Ｈ６(Ⅰ)雨水回収タンク→中継タンクＥ 

＜通水範囲＞  

(1) Ｈ６(Ⅰ)雨水回収タンクから中継タンクＥまでの系統構成を実施する。 

(2) Ｈ６(Ⅰ)雨水回収タンク移送ポンプ(C031)を起動する。 

(3) 中継タンクＥへ通水できることを確認する。 

(4) Ｈ６(Ⅰ)雨水回収タンク移送ポンプ(C031)を停止する。 
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